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▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
は,

倒
産
に
よ
る
失
業
や
就

労
収
入
の
減
少
な
ど
多

く
の
国
民
を
困
窮
状
態

に
陥
れ
て
い
る
。
民
医

連
が
実
施
し
た
コ
ロ
ナ
禍
を
起
因

と
す
る
困
窮
事
例
調
査
で
は
、
経

済
的
な
理
由
で
受
診
を
控
え
る
事

例
が
多
数
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

経
済
的
事
由
に
よ
る
手
遅
れ
死
亡

調
査
で
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
経

済
困
窮
に
陥
り
、
受
診
を
控
え
た

結
果
、
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ

ず
に
手
遅
れ
に
よ
る
死
亡
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
政
策

を
一
定
の
制
度
拡
充
や
条
件
緩
和

な
ど
を
行
っ
て
は
い
る
が
ま
だ
ま

だ
不
十
分
だ
。
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
権
利
は
全
て
の
国
民
が
持
つ

基
本
的
人
権
で
あ
り
、
経
済
的
な

理
由
で
受
診
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

感
染
拡
大
に
関
連
し
た
解
雇
や
雇

い
止
め
が
全
国
で
10
万
人
を
超
え

た
。
変
異
株
の
広
が
り
な
ど
で
感

染
は
全
国
的
に
再
拡
大
し
て
お
り
、

雇
用
状
況
は
い
っ
そ
う
深
刻
さ
を

増
し
て
い
る
。
経
済
的
理
由
で
医

療
費
の
支
払
が
困
難
な
方
を
対
象

に
、
自
己
負
担
分
の
全
額
ま
た
は

一
部
を
免
除
と
す
る
社
会
福
祉
法

で
定
め
ら
れ
た
無
料
低
額
診
療
事

業
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
安
心
し

て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
制
度

改
善
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

 

（
Ｙ
）

いきいき元気に快適ライフいきいき元気に快適ライフ
ケアセンター白樺ケアセンター白樺
デイケアらいふ　　デイケアらいふ　　ご利用してみませんか？ご利用してみませんか？

　「デイケアらいふ」は、十勝勤医協が老人保健施設ケアセンター白樺で行っている通いで、リハビリも受けられる介護保険サービス
（通所リハビリテーション）です
　デイケアらいふでは、利用者さんが、一日でも長くご自宅での生活を続けられるよう、様々なプログラムをご準備しています。
　介護職員が行う「集団体操」は、“入浴動作訓練、尿漏れ予防、正しい手洗い”など、日常の生活場面において実際に役立つメニュ
ーです。また、複数の動作を取り入れた「運動プラス脳を使う」体操は、高齢者の記憶力改善に効果的と言われており、転倒予防・認
知症予防につながります。少々動きがぎこちなくなったり、間違ったりすることもしばしばですが、そんな時は皆さんと笑って免疫力
を高めます。普段「運動は億劫、気乗りしない」という方でも、「ついつい歌を口ずさみ、自然に体を動かしていた！」そんな効果を
期待して、「スペシャルプログラム“水戸黄門体操”」を考案するなど、楽しみながら運動できるメニューを考えています。
　手指の運動を目的とした作業は、職員が決めた色や形の物を作成してもらうのではなく、ご自身で考えて選べるように材料を用意、
“自ら考案したものを作る楽しさ”も感じていただける内容としています。今年の１月には、新年の目標を書いたプレート作りをしま
した。｢ 元気に歩く ｣「病気と闘って勝つ」等の目標や、プレートの装飾も個性が溢れており、皆さんの目標が達成できるよう、ご支
援をさせていただきたいと感じました。
　ケアセンター白樺デイケアをご利用いただくことで、利用者さんが自信を取り戻し、自分でできる喜びを実感して頂けるようなケア
やプログラムを目指しています。
皆さん、デイケアに通って、楽しく健康維持しませんか。
� （ケアセンター白樺介護主任　小川美香）

　ご利用には、要介護認定のお手続きが必要
となります。専門知識を持ったスタッフが、
申請のお手伝いもさせていただいております
ので、安心してお気軽にお問い合わせくださ
い。その他、介護に関してのご相談も承りま
す。

◇総合相談窓口（ケアセンター白樺）
　帯広市白樺16条西2丁目
　☎0155-41-1165　思0155-41-1161
◇認定手続き他介護制度について（居宅白樺）
　☎0155-41-1167　思0155-41-1162
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Ａ
さ
ん
40
代
男
性
は
も
と
も
と
当
院
に
定
期
通
院
し

て
い
ま
し
た
が
、
転
居
を
き
っ
か
け
に
他
の
病
院
へ
移

り
ま
し
た
。
も
と
も
と
経
済
的
に
困
難
で
当
院
で
は
無

料
低
額
診
療
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
今

年
の
3
月
、
体
調
不
良
か
ら
ご
自
身
で
救

急
車
を
呼
び
、
帯
広
病
院
を
指
定
し
て
救

急
搬
送
、
即
日
入
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
職
が
安
定
せ
ず
、
今
年
1
月

に
も
仕
事
上
の
ト
ラ
ブ
ル
で
退
職
し
て
現

在
は
無
職
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
仕
事
も

見
つ
か
ら
ず
に
、
救
急
搬
送
さ
れ
る
前
は

5
日
間
食
事
も
と
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

来
院
時
の
所
持
金
は
18
円
、
貯
金
は
４

９
５
円
。
当
然
医
療
費
も
払
え
な
い
た
め
、

あ
ら
た
め
て
無
料
低
額
診
療
の
適
用
と
し

て
、
国
保
減
免
と
生
活
保
護
申
請
を
準
備
、
1
週
間
後

に
生
活
保
護
が
適
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

幸
い
、
再
就
職
先
は
決
ま
り
ま
し
た
が
、
入
院
時
の

住
居
が
前
の
職
場
の
寮
の
た
め
退
居
期
日
が
す
ぎ
て
い

ま
す
。

　

今
転
居
先
を
探
し
な
が
ら
、
再
就
職
を
め
ざ
し
て
現

在
も
入
院
療
養
を
続
け
て
い
ま
す
。

医療・介護
の現場から
シリーズ○113

　

第
２
次
世
界
大
戦
の
終
結
か
ら
76
年
、
今
の
日
本
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る
か

考
え
て
見
る
の
も
大
事
な
こ
と
と
思
う
。
過
去
を
振
り
返
る
と
政
権
担
当
を
重
ね
て
き
た

の
は
ほ
と
ん
ど
が
自
民
党
政
権
で
し
た
。
し
か
し
自
民
党
政
権
も「
新
憲
法
」特
に
第
９
条

に
ま
で
は
手
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
、
と
言
う
よ
り
は
出
来
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
は「
与
党
と
野
党
」の
格
差
は
い
ま
ほ
ど
で
は
な
く
、
手
を
つ
け
た
く
て
も
出
来
な

か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音
と
考
え
る
。
そ
れ
が
現
在
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
野
党
と
思
わ
れ

て
い
た「
公
明
党
」が
、
自
民
党
と
連
合
政
権
を
組
み
悪
政
の
限
り
を
尽
く
す
よ
う
に
な
り
、

期
待
し
て
い
た
野
党
勢
力
は
バ
ラ
バ
ラ
、
こ
れ
で
は
国
民
も
つ
い
て
こ
な
い
。

　

安
倍
政
権
の
腹
心
と
て
内
政
を
取
り
仕
切
っ
て
き
た
菅
総
理
大
臣
は
、
何
時
か
は
憲
法

９
条
を
改
正
し
、
武
力
を
持
っ
て
海
外
に
進
出
す
る
機
会
を
狙
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

憲
法
第
９
条
は
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、

戦
争
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。
②
前
項
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
戦
力
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。
と
謳
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
を
知
ら
な
い
国
民
が
多
数
を
占
め
る
今
日
、
知
ら
な
い
こ
と
を
い
い
こ
と
に「
目
・

耳
・
口
」
を
ふ
さ
ぎ
国
民
が
騙
さ
れ
る
ほ
ど
愚
か
で
な
い
こ
と
は
、
大
多
数
の
国
民
が
戦

争
法「
安
倍
法
制
」強
行
採
決
後
も
反
対
行
動
に
立
ち
上
が
り
、
全
国
各
地
で
緊
急
集
会
を

開
催
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
す
。

　

戦
争
法「
安
保
法
制
」廃
止
の
国
民
連
合
政
府
樹
立
の
た
め
に
一
点
共
闘
を
成
功
さ
せ
、

今
年
の
衆
議
院
選
挙
に
勝
利
し
自
公
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
む
た
め
一
人
で
も
多
く
の
人

た
ち
に
呼
び
か
け
る
こ
と
が
最
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

【
し
ほ
ろ
９
条
の
会　

和
田
鶴
三
】

憲法憲法 がが
ああぶぶなないい

2021年度
十勝健康まつり
の中止について

　毎年６月に開催しておりました十勝健康ま
つりについて、新型コロナウイルスの感染
拡大の状況を鑑み、今年度も開催を見送る
ことといたします。開催を楽しみにしてくだ
さっている皆さまには残念なご案内となり
ますが、ご理解いただけますようお願い申
し上げます。

山　内　みゆき

今までの経験を活かしつつ、今後も周りの皆様・

患者様から学ばせてもらい、頑張っていきた

いと思っています。よろしくお願いいたします。

看護師

帯広病院

井　口　陽　菜

自分の良さである笑顔や明るさを活かして、

利用者の方を安心させる、幸せと思ってもら

える介護福祉士になりたいと思っています。

介護福祉士

ケアセンター白樺

本　田　奈美絵
４月より新入職員になりました。いつでも安

心して相談にていただけるように、明るく元

気に頑張ります。

介護支援専門員・介護福祉士

居宅介護支援事業所白樺

新入職員の紹介新入職員の紹介
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新型コロナ感染症について
　およそですが、日本の100万人あたりのＣＴ所有台数は111台。同じ

くアメリカは44台。モナコが実は多く132台です。これはモナコの人

口が37,831人と少ないためです。なぜならモナコのＣＴ総台数は５台。

同じくアメリカは14,555台、日本が14,126台で、日本はＣＴの人口比・

総台数どちらも世界で２番目です。

　このＣＴが新型コロナ診断に大いに役立ちました。

　昨年当初の報告では、ＣＴ検査で疑わしい影があった50人中、初回

のＰＣＲ検査でその内15人が陰性。しかしその後も症状が続き、複数

回ＰＣＲ検査をしたところ、全員陽性反応が出たというＣＴの有効性

が報告されました。ただし、無症状者も多かったダイヤモンドプリン

セス号の調査では、コロナと診断された人の約４割は肺に異常があり

ませんでした。逆に、無症状者でも半数以上に肺炎等の異常があった

とも報告されています。

　コロナ初期の頃は本当に大変でしたね。マスクも消毒もなく、ドラ

ッグストアに開店前から並ぶ人の列。病院では、どの程度コロナを恐

れるべきなのかが皆目分からず、風邪症状がある、札幌や東京など感

染流行地域に行った等、ほんの少しでも疑いがある方は病院内に入る

ことができない状況でした。それでも、無症状で感染していることが

あるので、病院でクラスター発生という危険はいつでも起こりうる現

実です。実際、無症状で受診され、院内で急に体調を崩された患者さ

んのＣＴ検査をしたときは大変でした。コロナ感染を疑う炎症の影が

あったのです。『急遽病院は休診。関わった医師、看護師、放射線技師

は患者さんのＰＣＲ結果が出るまで出勤停止』の騒ぎとなりました。

幸い結果は陰性で事なきを得ましたが、たった一人感染疑いが出ただ

けで随分と肝が冷えました。

　2021年４月現在、当院からコロナ陽性となった患者さんが出ていな

いのは、幸運と、通院される皆さんや職員の心がけのおかげだと思い

ます。

　本当に早くマスクの要らない日常に戻ってほしいですね。

ニュース配布へのご協力
誠にありがとうございます！ 

　この間、友の会ニュースに掲載した“配布協力のお願い”を見て、「配布
に協力したい」とのお申し出を複数の方からいただくことが出来ました。呼
びかけにお答えいただき、誠にありがとうございます。
　引き続きお住まいの地域で、友の会ニュースの配布及び友の会活動にご協
力・ご参加いただける方を募っています。ご連絡は各地域の友の会事務局（本
誌4面下部に掲載）にて承ります。ご協力をお願い致します。

十勝勤医協友の会
連絡協議会

第30回総会のお知らせ
と　き：５月23日（日）13時30分
ところ：とかちプラザ視聴覚室
　　　   （帯広市西４条南13丁目１）

代議員： 連絡会役員による総会とします。
（新型コロナウイルス感染症対策のため人数を制限）

放射 線見 聞録

事
業
所
紹
介

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
す
ず
ら
ん

　

今
ま
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
す
ず
ら
ん
で
は
、

体
操
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
以
外
の
活
動
は
手

芸
や
塗
り
絵
、
脳
ト
レ
な
ど
の
個
々
で
行
う

活
動
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
も
っ

と
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
新

た
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
４
月
か
ら

月
ご
と
に
担
当
を
決
め
、
担
当
職
員
が
季
節

を
感
じ
る
大
作
を
企
画
し
ま
す
。

　

４
月
の
作
品
は
大
き
な
模
造
紙
に
う
ぐ
い

す
を
描
き
、
貼
り
絵
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
は
こ
ど
も
の
日
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
、
か
ぶ
と
や
か
し
わ
餅
、
母
の
日
の
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
折
り
紙
や
花
紙
で
作
り
こ
れ

か
ら
模
造
紙
に
貼
っ
て
完
成
予
定
で
す
。

　

今
後
も
余
暇
活
動
の
一
環
と
し
て
、
利
用

者
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
能
力
を
引
き
出
し
、

季
節
を
感

じ
て
も
ら

え
る
よ
う

な
取
り
組

み
を
行
っ

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。

�
【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
す
ず
ら
ん　

村
上
あ
ゆ
み
】

帯広病院診療放射線技師　松田　裕樹

『
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
肺
炎
の
Ｃ
Ｔ
画
像
』
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清
水
友
の
会

　

清
水
友
の
会
で
は
、
2
月

の
独
自
ニ
ュ
ー
ス
で
２
０
２

０
年
度
の
振
り
返
り
と
会
員

の
み
な
さ
ん
に
自
粛
生
活
下

で
も
行
え
る
、「
脳
ト
レ
ー
プ

ラ
マ
イ
パ
ズ
ル
」
と
「
足
の
指

で
転
倒
予
防
体
操
」
を
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。
中
で
も“
足

指
じ
ゃ
ん
け
ん
”の
効
果
に

つ
い
て
、
冷
え
性
田
中
さ
ん

の
「
足
が
冷
た
く
て
眠
れ
な

い
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
！
」

の
体
験
談
を
掲
載
、
そ
の
有

用
性
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

 

【
事
務
局　

田
中
圭
子
】

き
ず
、
文

書
配
布
で

総
会
を
済

ま
せ
ま
し

た
。
今
年

は
15
名
の

世
話
人
さ

ん
が
集
ま

り
、
本
部
か
ら
浅
沼
副
会
長

さ
ん
を
迎
え
一
時
間
以
内
で

終
わ
る
よ
う
進
行
し
ま
し
た
。

昨
年
秋
に
４
名
の
世
話
人
さ

ん
が
病
気
等
で
引
退
さ
れ
、

新
し
い
４
名
の
世
話
人
さ
ん

と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

　

最
高
齢
90
歳
の
元
気
な
世

話
人
さ
ん
や
新
人
の
世
話
人

さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
出
来
る
楽
し
い
取
り

組
み
を
し
て
い
こ
う
と
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

一
人
ぼ
っ
ち
を
な
く
す
た

め
の
声
か
け
運
動
や
署
名
活

動
、
仲
間
増
や
し
を
み
ん
な

で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
年

間
行
事
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
沼
副
会
長
か
ら
「
友
の

会
活
動
で
の
感
染
予
防
対
策

の
基
準
」
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
友
の
会
の
い

の
ち
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
考
え
、「
感
染
し
な
い
、
感

染
さ
せ
な
い
」
活
動
を
み
ん

な
で
考
え
、
楽
し
い
行
事
を

工
夫
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
参
加
者
は
出
来

た
て
の
お
弁
当
を
お
土
産
に

帰
宅
し
ま
し
た
。

　

昨
年
十
分
活
動
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
全
員
役
員
は
続

投
す
る
こ
と
に
し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

�

【
事
務
局　

鈴
木
志
摩
子
】

の
受
診
を
控
え
て
い
る
声
が

聞
か
れ
る
事
に
触
れ
、
病
院

の
受
診
や
健
診
は
不
要
不
急

な
こ
と
で
は
な
い
の
で
コ
ロ

ナ
に
負
け
な
い
た
め
に
も
必

要
な
受
診
は
し
て
良
い
こ
と

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
と
も
に
取
り
組
ん
だ
署

名
の
力
で
、
帯
広
市
で
の
無

料
定
額
診
療
事
業
利
用
者
へ

の
院
外
処
方
薬
代
助
成
が
決

定
し
た
こ
と
や
、
各
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
お
誘

い
を
し
て
い
ま
す
。

�

【
事
務
局　

村
上
久
美
子
】

白
樺
友
の
会

　

白
樺
友
の
会
の
独
自
ニ
ュ

ー
ス
で
は
、
医
療
制
度
改
革

関
連
法
案
の
75
歳
以
上
の
医

療
費
自
己
負
担
増
に
つ
い
て
、

「
負
担
が
増
え
る
対
象
者
」「
現

役
世
代
の
負
担
減
」「
国
庫
負

担
の
減
少
」の
三
項
目
に
分
け
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に

集
め
た
「
75
歳
以
上
医
療
費

窓
口
負
担
２
割
化
に
反
対
す

る
請
願
署
名
」
の
取
り
組
み

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
守
屋　

敏
紀

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

三
〇
八
四

【
音
更
西
】
増
田　

浩
毅

 

〇
一
五
五

－

三
〇

－

八
八
六
〇

【
音
更
南
】
野
口　

清
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
二
一
二

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
岡
崎
節
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

四
四
三
二

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
吉
田　

清
治

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

八
六
一
〇

【
本　

別
】
阿
保　

富
男

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

二
七
五
六

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
山
口
久
美
子

 

二
五

－

七
七
六
二

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【　

栄　

】
佐
藤　

久
輝

 

三
三

－

六
三
九
九

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
野
坂　

潤
子

 

三
七

－

二
七
二
九

【
西　

南
】
麻
生　

恵
子

 

二
二

－

一
六
一
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石　

祐
一

 

三
三

－

一
四
四
三

【
白　

樺
】
武
井　

純
子

 

三
六

－

二
四
二
四

【
新　

緑
】
瘧
師　

光
枝

 

〇
九
〇

－

七
六
五
〇

－

五
五
一
七

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
川　

西
】
原　
　

正
子

 

五
九

－

二
四
四
二

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三

生
き
生
き

生
き
生
き
広
場
広
場

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー
☎
〇
一
五
五

☎
〇
一
五
五--

二
一
二
一--

四
一
四
四

四
一
四
四

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
広
が
り
、
取
り
組
み

が
制
限
さ
れ
る
中
、
各
友
の

会
で
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た

独
自
ニ
ュ
ー
ス
で
、
情
勢
や

各
々
の
取
り
組
み
を
会
員
さ

ん
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
も
各
地
で
発
行
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ス
の
一
部
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

緑
西
友
の
会

　

緑
西
友
の
会
で
は
、
会
員

さ
ん
向
け
の
独
自
ニ
ュ
ー
ス

で
、
外
出
を
た
め
ら
い
病
院

広

報 □ 知

白

早

晩 □ 雨

巻

小

野 □ 居

籠

頭

の

体

操

　

次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
熟
語
を
つ
く
り
、
□
の
漢
字
を
並

べ
替
え
□
の
中
に
入
れ
て
、
答
え
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
題
者
は
霜
村
英
靖
さ
ん
（
帯
広
市
）
で
す
。

【
ヒ
ン
ト
】

さ
え
ず
り
の
声
が
良
い
鶯
は

こ
の
よ
う
に
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

【
答　
　
え
】　
□
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。「
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
へ

の
ご
感
想
、
ご
意
見
な
ど
を

添
え
て
頂
け
ま
し
た
ら
、
可

能
な
限
り
紙
面
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。（
匿
名
希
望
の
方

は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

【
宛　
　
先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　
品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

状
況
の
お
知
ら
せ
と
、
一
人

一
ひ
と
り
の
声（
署
名
）が
高

齢
者
の
暮
ら
し
と
い
の
ち
、

健
康
を
守
る
力
に
な
っ
て
い

る
こ
と
へ
の
確
信
、
署
名
の

必
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
呼

び
か
け
ま
し
た
。

�

【
事
務
局　

武
井
純
子
】

　

昨
年
の
今
頃
は
コ
ロ
ナ
禍

で
一
堂
に
集
ま
る
こ
と
が
で

札
内
東
友
の
会

や
っ
と
総
会
を
開
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

５
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
４
６
号

（
７
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
４
２
号
の
当
選
者
】

答
え
は「
春
一
番
」で
し
た
。

　

応
募
総
数
１
６
８
通
、
正

解
者
１
６
４
通
の
中
か
ら
抽

選
に
よ
り
、
次
の
10
人
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

大
塚　

治　

椙
木
宏
子

橋
本
則
江　

宮
澤　

宏

藤
原　

佐
太
男（
帯
広
市
）

島
貫
正
道　
　
（
音
更
町
）

長
瀬
民
男　
　
（
士
幌
町
）

小
川
裕
美
子　
（
浦
幌
町
）

成
田
富
士
男（
中
札
内
村
）

小
澤
登
美
子　
（
本
別
町
）

　

札
内
東
友
の
会
で
は
、
総

会
の
ご
案
内
と
同
時
に
「
２

札
内
東
友
の
会

０
２
１
年
度
の
友
の
会
行
事

は
ふ
ま
ね
っ
と
で
始
ま
り
ま

～
す
！
」
と
題
し
、
4
月
か

ら
の
ふ
ま
ね
っ
と
及
び
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
の
予
定（
案
）
を
お

知
ら
せ
、
感
染
対
策
の
上
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
取
り
組
め
る

活
動
を
行
う
べ
く
、
早
速
動

き
出
し
て
い
ま
す
。

�

【
事
務
局　

鈴
木
志
摩
子
】


